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西山明徳提出論文内容要旨
 湯腹動物除神経骨格筋の興奮性に関ナる研究。白ネズミ及びこ十日ネズミ骨格筋の細胞内膜電
 位をガラス製微小電極を使用してエnviVGの条件で測定し,神経切断後の静止電位の変化,
 自発反覆活動電位の観察.並びに除神経骨絡筋のみGe七」肛chOユ1ne及びその他の諸種薬物に対
 する反応の観察から,除神経Fibrilla撹。且の発生機構を検討した。1.白ネズミ内股筋の
 静止電位は,正常運動神経支配のある内股筋のそれ(平均75加▽)に比較して,除神経後には
 不安定となり,平均65刎V内外(56～698彿V)まで低下した。その頃になる.と自発興奮
 を伴なうようになった。しかし、再神経支配が起ると,静止電位は正常値に戻る傾向を示し,自発
 活動も止んだ02.除神経FibrnlaUOnは,白冬ズミの殿御経切断筋では5日後,座骨
 神経切断筋では5日後から観察された。この圏発活動は神経切断後1週閥から50日まで活発で
 あったが,手術後70日を経ても,癒む観察された例があった05.徐波(SユOwwaves)は
 自発反覆活動電位の発現時期に僅かに先行して出現した。徐波はその形から,a,規則的に繰り
 返す徐波(i).正弦波に近い08cnla'じiOnを示すも砂に).PaCemaker細胞に認め
 られるような緩やかに進む脱分極からなる三角波様形のもの㈱.営にスパイク放電がabO瓦i▽e
 になったと思われる蛍純なる小波動。b,不規則な膜電位の動揺に分類された。漆たその発
 現様式からは,a.全く律動的に発現するものb.醐ビして発現するものe、全ぐ不規則に発
 現するもの一この際には徐波の加重現象が見られることがある,に分類された。この徐波は,そ
 の種類とは無関係に,スパイク活動電位のTriggerとなるI」え績をえた。4.自発活動電位の
 大きさは,最大55加VのOveτsh。。t伴なう110窩V軒あったらその形はn℃P。tenτia・
 と後電位にi支配されて異なったが,PrePOtenτ'ゴa1からスパ'fク活動電位を発し,陽性後電
 位に移行する型及びPrepoteIl七iaユを欠き,陰性後電位の著明なスパイク活動電位がその
 基本型と,思われた。両者間には種々の移行型が見.られた。小数例に齢いて,自発活動を有する平
 滑瞬田"包に写等異的1て出現するDouble8pik:e3を記録したD5,除神経筋の自発興欝が筋
 細胞の特定の部位から発生するのか,あるいはそ'うではなぐ,画定しないで移動しえるのかを検,
 討する為㌍,筋線維の各所に電趣牽挿入して・活動電位を記録したがF筋線維の部所的差に上る
 活動電位の形の差は見られなかった。繁た同一部位から長時間自発放電を記録すると,暗闇の経
 過とと竜に酒i動電位の形が全ぐ変ることがあったのて,この様な興奮発生の焦点は特定の箇所に
 固定しているとは考え難い結論をえた。6.同r細胞から形,大きさ並びに放電間隔の異なった
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 '大小2電位が同時に放電していることがあった。従って自発興奮の焦点は厳一で・ないことを暗示
 するものと、思われた。Zスパイク放電間隔には一般に規則性が見られた。スパイク放電間隔の
 ヒストグラムによると,ろ0～500m8ec間に分布し,従来の筋電図学的分析報告値に一致し
  
 た。8.除神経骨格筋の静止電位は109π■魏4のム。互によつて低下した。自発反覆興奮の発
 現する直,前の時期にはOscilla七ioゑの傾向を強化し,時には反覆スパイク活動電位の発現
 を促した。既に自発興奮の発生が見られる筋では,筋線維のあらゆる箇所で膜電位は脱分極し,
 自発興奮の発生は止んだ。正常神経支配下の骨格筋及び再神経亥醜の起つた骨格筋では・この程
 度の濃度のAchに反応しなかった。9筋弛緩剤であるSuGoinylc血oUnec姐ori“e及びSyn-
 rexは除神経Fibrinationに対してAdhと同様な作用を示した。しかし,同じ筋弛緩剤
 でもNo11-d.epo■ari2ingag孚二七であるd.Teは除神経Fibriユユa七ionのAohに
 対する反応を被覆する作用はあっても,自発興奮の発生を抑制したり～静止電位を低下すること
 はなかった。10.Neos七i琶mine及びEdrOPhoniUmは共にクラーレ拮撹剤であるが,
 NeOs七igmineは除神経丑「ibrlUa七10nの静止電位を減少せず,自発興奮を消失させる
 ことも友かつた。EdrOPhOniumはAoh様作用が強(,静止電位を減少し、自発活動電位の
 発生を停.止した。即ち}沿08七1gmin曾に比較して運動終板に対する偵接脱分極作用が強いこ
 とを暗示した。11.Adrella■ineは一過性1て自発活動を増強したが,数分後には静止電位
 を減少し,自発活動電位を消失せしめた012.His七amine,A七rOPine,05並びにAT
 .ンは除神経Flbri1ユaLiOIエの静止及び自発活動電位に1乍用がなかった。得.h8uhn
 は自発活動電位の大きさを高め・○▽ershootの出現する頻度を多(する作用はあったが・
 自発興奮を停止することはなかった。以上の成績を綜合した結果,神経切断によって静止電位が
 低下して不安定となることが,筋形質膜にOsci■■aむiOnを惹起し,さらに律動性スパイク・1
 活動電位の放電を発生させるの・ではないか,というし1の除神経Fibriユユa七ionの発生機構
 に関する仮想に一致した。丈た自発活動電位の形から,・その興奮発生の焦点は運動終板に勘定し
 た屯のてなく,筋形質膜のいずれの場所から亀発生しうることを指摘し.たっさらに除神経Fib-
 ri1工ationを有する骨格筋の静止電位は,正常骨格筋の運動終板のような局所に限局せず,
 筋形質膜全体にわたって,正常骨格筋が反応しない低濃度のAchに上って脱分極すること及び
 この自発反覆興奮がdTc及びNegstigm'ineにほとんど影響されないことから,除神経
 Fibriユ■a七io且は袖経切断によあAoh・感受性の増大一r特に運動終板部のAch感受性の
 増大とは薗.接関係なぐ発生するものであろうと結論した。
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 温」血動物に於て除神経を行うと,その神経に支配されている骨格筋にFibrillanohを見
 ることは古くより知られて来ているが,その発生のメカニズムに就いては充分な考察が行われて
 いなかった。殊に従来の筋電図学的方法では方法論的に不完全であることをまぬがれたかった。
 そこで著者は細胞内電極法を応用して,その発生機序の解明を細胞のレベルで行った。それによ
 ると除神経后数日を経過すると,該当筋の静止電位は次第に不安定,且つ脱分極の傾向を示すよ
 うになる。その状態、が更に亢進して初めてスパイク放電の発生を見る。スパイク放電の発生焦点
 は特定の部位(例えば筋の終板等に)に固定しているものではなぐ移動性を示すことが認め鑓tた。
 ;又Achに対しては極めて著しい感受性の亢進を示し,正常筋に於ては何等反応を星さない程
 度の低濃度に於て著しい反応を誘発する。即ち自発放電発生以前の筋に対してにAohの脱分極
 作用によって放電を誘発し,既にスパイク放電を見ている筋匠対して1,.t脱分極1乍用によって放電
 のブロックをもたらした。又SucGinylcholine,Sy坦rex等はAo}1と同様の作用を呈
 し,dTcは何等特異的作用を呈さなか?た。更に叉Neo麟i6皿Pe・Ad「∴ロaline・
 Hi6tamine,Anopine,In8Ulin等についてその反応性を険討した。これ等の結果
 は筋生理学に於る自発興奮の発生機序を解明する一知見であると思う。
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